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教 育 だ よ り教 育 だ よ り
第第 号0909209209 　 

令和６年（2024年）10月31日
練馬区教育委員会
練馬区豊玉北6-12-1
☎03-5984-5609

練馬こども園一覧

幼稚園名 住所 電話番号 対象 預かり保育時間
（教育時間含む）

令和7年度
定期利用

   募集定員※1
愛和 南田中2-23-30 03-3996-8259

３～５歳児

7:30～18:30

210 
旭 旭町3-31-3 03-3939-1696 190 
江古田 旭丘１-68-２ 03-3951-6312 90 
大泉学園 大泉学園町4-5-10 03-3923-0123 30 
大泉小鳩 大泉学園町3-17-67 03-3924-8280 120 
大泉富士 南大泉2-31-20 03-3925-2525 100 
さかえ 高松4-8-13 03-3999-3009 54 
関町カトレヤ 関町南4-1-27 03-3920-0316 150 
田柄 田柄2-17-27 03-3930-4406 68 
中里 大泉町1-19-6 03-3922-0095 60 
練馬白菊 土支田3-12-23 03-3922-1835 30 
練馬ひかり 三原台1-11-34 03-3924-8383 100 
不二 北町7-2-8 03-3931-9234 55 
高松 高松6-16-28 03-3996-8101 50 ※2
南光 富士見台4-11-3 03-3990-5171 60 ※2

りっこう 小竹町2-43-12 03-3972-1152
60 ※2
20 

浄風 豊玉南1-7-18 03-3993-6010 7:15～18:15 15 
北町カトリック 北町3-16-1 03-3931-1661

8:00～18:00
20 

寿福寺 新規 春日町3-14-24 03-3999-8739 20 
寿福寺第二 新規 春日町4-33-2 03-3990-1987 15 
石神井　 石神井町8-45-7 03-3997-2539

8:00～17:30
30 

清心 石神井町6-20-12 03-3996-0374 18 
ビクター 桜台5-11-5 03-3991-8090 20 
大泉 新規 東大泉1-27-30 03-3922-0072

２歳児
8:00～18:00 12

上石神井 新規 石神井台8-10-28 03-3920-5121 8:00～17:00 25

向南 向山2-22-30 03-3999-1939
３～５歳児

8:00～18:00
30

１・２歳児 15

石神井南 下石神井4-21-23 03-3995-4373
３～５歳児 7:30～18:30 80 ※2

新規   ２歳児 8:30～17:30 5

白ふじ 石神井台4-21-22 03-3920-4335
３～５歳児 7:30～18:30 140 
１・２歳児 8:30～17:30 10

練馬 高松1-10-5 03-3999-4010
３～５歳児

7:30～18:30
150 

新規   ２歳児 10

みのり 羽沢1-8-10 03-3991-1058
３～５歳児

7:40～18:40
160 

２歳児 10
※ 1　預かり保育の定期利用定員です。
※ 2　認定こども園のため、園児の利用調整は区が行います。

練馬こども園とは
　長時間の預かり保育などを行う私立幼稚園です。
　子どもの教育や保育について保護者の選択の幅が広がり、
共働き家庭も利用しています。
　来年４月から４園が新たに練馬こども園となり、２園は低
年齢型を追加で認定しました。

練馬こども園の特徴
〇　通年（夏・冬・春休みを含む）で、１日９時間から11時
間の預かり保育を行っています。
　※夏季休園や年末年始など、園が指定する休園日があります。
〇　各私立幼稚園の特色を活かした教育を実施しています。

◎お申込みなどの詳細は、各園にお問い合わせください。

【ホームページアドレス】 https://www.city.nerima.tokyo.jp/kosodatekyoiku/kyoiku/yochien/nerimakodomoen.html

練馬こども園イメージ図

【問合せ】こども施策企画課 こども施策担当係〔電話03-5984-1306〕

「練馬こども園」のご紹介

https://www.city.nerima.tokyo.jp/kosodatekyoiku/kyoiku/yochien/nerimakodomoen.html


講師に教えてもらい
ながら、マット運動
にチャレンジ！

年末のお楽しみ会で
フリースロー大会を
楽しんでます！

トランプやカード
ゲームも！もちろん
学習もできます！

みんなで一緒にアク
セサリー作りをして
います！

　友達や職員とおしゃべりしたり、一緒に遊んだりすることはもちろん、様々なイベントも楽しめます。「今ま
でやったことないことにチャレンジしてみたい！」「友達や仲間と一緒にやりたいことがある。」「おいしいおや
つを作ってみたい！」「友達に誘われたから行ってみよう。」「一人でゆっくりすごしたい。」など、きっかけは
人それぞれ！
　一人でも、友達と一緒でも、児童館に来て新しい発見、色々な体験をしてみよう！

“中高生カフェ”飲み物や軽食をとりながらおしゃべりをして交流できます！
“各種工作”アクセサリー作りや推しグッズ作りもできます！
“音楽活動”ギターやドラムなどの楽器やバンドの練習、ライブなども開催しています！
“クッキング”たこ焼きやフルーツポンチ、パンケーキ、パフェなど自分たちで作って食べています！
“スポーツ活動”卓球やダンス、ダブルダッチ、バドミントンなどで遊んだり、大会もあります！

施設名 住　所 電　話 施設名 住　所 電　話

平 和 台 児 童 館 平和台2-18-14 03-3933-0297 南 田 中 児 童 館 南田中5-15-25 03-3995-5534

栄 町 児 童 館 栄町40-7 03-3994-3287 北 町 児 童 館 北町1-19-17 03-3931-5481

石 神 井 児 童 館 石神井町7-28-21 03-3996-3800 関 町 児 童 館 関町南4-15-7-102 03-3920-1601

北 大 泉 児 童 館 大泉町4-15-15 03-3921-4856 東 大 泉 児 童 館 東大泉7-20-1 03-3921-9128

光 が 丘 児 童 館 光が丘1-3-1 03-3975-7137 石神井台児童館 石神井台2-18-13 03-3995-8267

上石神井児童館 上石神井1-5-2 03-3929-0999 西 大 泉 児 童 館 西大泉3-21-16 03-3924-9537

土 支 田 児 童 館 土支田2-32-8 03-3925-4784 三 原 台 児 童 館 三原台2-11-29 03-3924-8796

北町はるのひ児童館 北町6-35-7 03-3933-5100
光が丘なかよし児童館

光が丘2-9-6
光が丘区民センター４F

03-5997-7720
中 村 児 童 館 中村2-25-3 03-3998-4890

　「中高生タイム」（中高生の居場所づくり事業）を実施している曜日は、中高生だけが午後７時まで児童
館で過ごせます。（光が丘なかよし児童館は夜間開放として午後８時まで利用できます。）
　地域の声や実情に合わせて様々な取り組みをしています。中高生タイムを実施している曜日や行事など、
詳しくは各児童館や区ホームページ、または、下記までお問い合わせください。
https://www.city.nerima.tokyo.jp/kosodatekyoiku/kodomo/jidokan/index.html

【問合せ】子育て支援課 児童館係〔電話 03-5984-5827〕

中高生タイムやってます！
～児童館では、週２～３回、中高生だけで過ごせる時間があります～

北町はるのひ児童館の『中高生タイム』を紹介

区の児童館では他にも様々なイベントをやってます！

遊戯室 図書室 創作活動室

～～児児 まますす
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　家族の介護、その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる
子ども・若者のことです。重すぎる責任や過度な負担により、健康や学習、
就労、友人関係に影響が出ることがあります。

　光が丘第三保育園では、年間を通して地震や火事など、様々な時間帯で発生することを想定した実践的な防災訓練を行っ
ています。職員は、子ども達の命を守るため、発災時や日常における安全確保について、学び、話し合いを行っています。また、
子ども達も自ら身を守る力をつけられるように訓練を行っています。その一例を紹介します。

★毎年、4・５歳児は区立防災学習センターにて
起震車体験をしています

★職員も防災についての学びを
深めるため、訓練を継続しています

【問合せ】保育課 管理係〔電話 03-5984-5839〕

家族をケアする、ヤングケアラーを知っていますか？
ヤングケアラーとは？

相談できる場所があります

子どもと職員の防災意識を高める取組～光が丘第三保育園～

名　称 地域別 電話番号 受付日時

子ども家庭支援センター
〒 176 03-3993-9170 月～金曜　午前８時30分～午後７時

土曜　　　午前８時30分～午後５時
※祝休日・年末年始を除く。

〒 179 03-3993-9172
〒 177 03-3995-1108〒 178

また、学校の先生・スクールカウンセラー・児童館職員など身近な大人も相談に応じます。
【問合せ】学校教育支援センター〔電話 03-6385-9911〕

【問合せ】教育指導課 管理係〔電話 ０３-５９８４-５７４６〕

中学校の教科書が採択されました
　令和７年度から中学校で使用する教科書が、令和６年８月９日の教育委員会で採択されました。

使用期間は、令和７年度から10年度までの４年間です。
種　目 発　行　者
国　語 光村図書
書　写 光村図書

社会（地理的分野） 帝国書院
社会（歴史的分野） 東京書籍
社会（公民的分野） 東京書籍

地　図 帝国書院

種　目 発　行　者
数　学 東京書籍
理　科 東京書籍

音楽（一般） 教育芸術社
音楽（器楽合奏） 教育芸術社

美　術 光村図書
保健体育 東京書籍

種　目 発　行　者
技術・家庭（技術分野） 開隆堂
技術・家庭（家庭分野） 開隆堂

英　語 光村図書
道　徳 光村図書

ヤングケアラーかもと思ったら、ご相談ください。

０歳児クラスはいざという時のためにさらしおんぶを経験します

防災学習センター
での園内研修

職員の消火訓練

看護師による心肺蘇生「地震はいつ起こるかわからない。どこが安全か考えてね」「みん
なの身体で一番大切な頭を守る」とお話をしていただきました。

幼児クラスの子ども達は大事な頭を守る訓練を行っています

蓄電池の作動確認

災害用トイレについて学びます

出典：こども家庭庁ホームページ
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■子育ての相談

「教育だより」へのご感想やご要望をお寄せください
　教育だよりの紙面に対してはもちろん、各記事の詳細につきましてもご感想やご要望をお待ちしています。下記のホーム
ページアドレス、または二次元コードからアクセスし、「教育だよりへのご感想・ご要望について」よりメールをお寄せくだ
さい。いただいたご感想、ご要望は、次号以降の記事作成への参考とさせていただきます。

教育総務課　庶務係　＜教育だより　ホームページアドレス＞
<https://www.city.nerima.tokyo.jp/kosodatekyoiku/kyoiku/gakko/kyoikudayori.html ＞

地域で見守る　みんなの子
～11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン～

オレンジリボンには、
子どもの虐待を防止
するというメッセージ
が込められています。

　子ども家庭支援センターでは、今年６月に開設した東京都練馬児童相談所と連携して児童虐待の防止・早期発見、子ども
と家庭の支援に努めています。11月は啓発のための講演会などを行います。子どものみなさん・保護者の方で、気になるこ
とや悩んでいることがあれば、すぐにご相談ください。

窓　　口 受　　付

地域子ども家庭
支援センター

貫井☎03-3577-9820、光が丘☎03-5997-7759、
大泉☎03-3925-6713、　関　☎03-5927-5911

月～土曜日午前９時～午後５時
※祝休日・年末年始を除く。

練馬☎03-6758-0141 月～土曜日午前９時～午後７時（土曜日は午後５時まで）
※祝休日・年末年始を除く。

●申込：11月７日（木）までに子ども家庭支援センター〔電話03-3993-8155/Fax03-3993-8215〕
　※保育室（生後満58日～未就学児対象。定員７名・申込順）は、11月１日（金）までに申込。
https://logoform.jp/form/G2rU/659614

申込フォームの
二次元コード

■子どものみなさんへ ■保護者の方へ

（期間中の催し）

 講演会：保育室あり・手話通訳あり  月日 11月９日（土） 場所  練馬区役所本庁舎　地下多目的会議室  定員  100名（申込順）１

 児童虐待防止パネル展示 日時 10月25日（金）～11月８日（金）午前８時45分～午後８時（25日は午後１時から・最終日は正午まで） 場所 区役所本庁舎2階東側通路2

第１部 里親体験発表 講演午後１時30分～午後２時30分 午後２時50分～午後４時30分

　東京都の里親制度を、多くの方に知っていただくた
め、様々な事情で親元を離れている子どもを、里親とし
て育てている養育家庭の方から、お話をお伺いします。
　里親制度について知りたい方、里親になることをお
考えの方など、ぜひご参加く
ださい。

東京都里親制度PRキャラクター
『さとぺん・ファミリー』

●里親制度相談コーナーを開設
　午後１時～午後４時30分

「子どもの権利保障とは
～子どもの人権救済活動の現場から～」

講師：坪井 節子さん（弁護士・社会福祉法人カリヨン子どもセンター理事）

　いじめ、虐待、少年非行の現場で、人間としての尊厳を深く傷つけら
れ、孤立し、生きる勇気を失い、苦しむ子どもたちに出会います。何が
できるのだろうかと悩みつつ、いのちの危機にある子どもたちに寄り添
い続け、子どもの人権とは何かを、考えさせられてきました。
　2004年にカリヨン子どもセンターが設立され、行き場のない十代の
子どもたちのためのシェルターと、自立援助ホームを運営しています。
　子どもたちから受け取った、たくさんのメッセージをお伝えします。

申込は
こちらから

●子育てがつらい、苦しい
　育児に疲れている
●子育ての不安を話せる人が
　周りにいない
●ついイライラして、
　子どもに手をあげてしまう
●子どもといるのが嫌になり、
　無視したり、拒否したり
　してしまう… など

第２部

【問合せ】子ども家庭支援センター 地域連携係〔電話03-3993-8155〕

https://logoform.jp/form/G2rU/659614
https://www.city.nerima.tokyo.jp/kosodatekyoiku/kyoiku/gakko/kyoikudayori.html

